
後
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
研
究
の
展
開
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空
想
傾
性

Q
s
s
a
H
4
0
5
5
ω
ω
)

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
機
能

は
じ
め
に

か
つ
て
旅
し
た
街
並
み
の
美
し
い
風
情
を
思
い
出
し
て
心
地
よ
い

気
分
に
浸
る
、
恐
怖
映
画
の
一
場
面
が
頭
か
ら
離
れ
ず
見
な
け
れ
ば

よ
か
っ
た
と
後
悔
す
る
な
ど
、
イ
メ
ー
ジ
体
験
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
、
一
ネ

ガ
テ
イ
ブ
ど
ち
ら
の
出
来
事
に
も
結
び
つ
き
、
そ
の
体
験
を
彩
り
、

そ
の
経
験
印
象
を
強
め
る
働
き
を
も
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら

に
イ
メ
ー
ジ
体
験
は
そ
の
人
の
生
活
全
般
の
ウ
エ
ル
ビ

l
イ
ン
グ
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
。

の

松

岡

和

生

本
稿
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
と
は

「
現
実
に
対
象
が
な
い
と
き
に
生

じ
る
疑
似
知
覚
的
経
験
」
を
指
し
て
い
る
。
イ
メ
ー
ジ
は
視
覚
に
限

ら
ず
、
音
や
香
り
、
身
体
運
動
の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感

覚
で
生
じ
、
さ
ら
に
す
べ
て
の
感
覚
を
と
も
な
う
体
験
そ
の
も
の
の

再
現
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
に
す
る
「
イ
メ
ー
ジ
体
験
」
が

あ
る
。
イ
メ
ー
ジ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
機
能
を
考
え
る
う
え
で
は
こ
う
し

た
体
験
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
の
視
点
が
重
要
で
あ
る
。
イ
メ
ー
ジ
体

験
に
は
一
般
的
な
思
考
イ
メ
ー
ジ
の
他
に
、
空
想
や
白
日
夢
、
夢
見

(
l
)
 

や
幻
覚
、
直
観
像
や
共
感
覚
な
ど
も
含
ま
れ
る
(
松
岡

5
0
0
1



最
近
の
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
研
究
で
は
、
イ
メ
ー
ジ
の
感
情
調
整

に
果
た
す
役
割
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
臨
床
心
理
学
や
精
神
医
学
の

分
野
だ
け
で
な
く
、
認
知
心
理
学
や
脳
神
経
科
学
の
分
野
か
ら
も
イ

メ
i
ジ
と
感
情
の
相
互
作
用
関
係
と
感
情
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
機

能
に
関
す
る
実
証
的
研
究
が
蓄
積
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
(
松

(

2

)

(

3

)

(

4

)

 

岡

ニ
O

室
、
宮
崎
・
菱
谷
ニ
0
0
四
、
本
山
・
宮
崎
・
菱
谷
二
C
C
入、

(
5
)
 

国

o
E
o
p
z包
-hg∞)
o

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
感
情
調
整
に

お
け
る
イ
メ
ー
ジ
機
能
は
心
理
臨
床
の
文
脈
の
な
か
で
適
応
異
常
や

空想、傾性 (FantasyProneness)のポジテイブ機能

精
神
病
理
と
の
関
連
か
ら
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
人
が
日

常
生
活
を
送
る
上
で
よ
り
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
イ
メ
ー
ジ
活
動

と
は
何
か
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
視
点
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
研

究
は
ま
だ
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
極
め
て
強
い
イ
メ
ー
ジ
体
験
能
力
を
有
す
る
と
思
わ

れ
る
空
想
傾
性
者
(
司
自

g
司

p
g
o
H
ν
2
8ロ
)
な
い
し
は
フ
ァ
ン

タ
ザ
イ
ザ

(
E
E
B
R
2
)
の
心
理
特
性
に
つ
い
て
概
説
し
、
こ
れ

ら
の
人
た
ち
が
日
常
生
活
に
お
い
て
心
的
イ
メ
ー
ジ
の
制
御
と
積
極

的
活
用
を
可
能
し
て
い
る
要
因
を
検
討
し
た
研
究
を
紹
介
す
る
こ
と

に
よ
り
、
心
的
イ
メ
ー
ジ
経
験
が
も
っ
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
適
応
的
な
機

能
の
一
端
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

空
想
傾
性
(
首
コ
官
宅
℃
『

2
2
8
ω
)
と
は

空
想
傾
性
(
司
自
冨
田
可

(6) 

(
一
九
八
=
一
)
に
よ
っ
て
最
初
に
記
載
さ
れ
た
概
念
で
、
「
時
間
の
多

同
)
『

O

ロ∞ロ
O

回
目
)
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
パ

l
パ

く
を
自
分
で
作
り
上
げ
た
世
界
、
す
な
わ
ち
イ
メ
ー
ジ
と
想
像
と
空

想
の
世
界
の
中
で
生
き
る
」
少
数
グ
ル
ー
プ
の
人
達
の
特
徴
を
示
し

て
い
る
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
パ

l
パ
l
こ
れ
ら
の
人
々
を
「
空
想
傾
性

者
」
な
い
し
「
フ
ァ
ン
夕
、
ザ
イ
ザ
」
と
名
づ
け
、
こ
れ
ら
の
人
々
を

対
象
に
、
さ
ら
に
深
く
詳
細
な
面
接
調
査
を
実
施
し
て
、
典
型
的
な

「
空
想
傾
性
」
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。
(
司
自
け
宮
山
、

(
7
)
 

の
邦
訳
「
空
想
傾
性
」
は
中
井
久
夫
(
ニ
0
0

一
)
に
よ
る
。
) H

U

円。ロ
O
D
O
回目

そ
の
特
徴
と
は
、

③②①  

高
感
度
の
催
眠
感
受
性
を
有
し
て
い
る

空
想
や
想
像
へ
長
時
間
深
く
没
入
す
る
傾
向
が
あ
る

幻
覚
的
な
(
現
実
に
匹
敵
す
る
)
鮮
明
さ
で
イ
メ
ー
ジ
を
体

験
す
る
能
力
が
あ
る

④ 
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腐
っ
た
物
を
食
べ
た
と
想
像
し
た
だ
け
で
吐
き
気
を
催
す
な



ど
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
身
体
反
応
が
生
じ
や
す
い

⑤ 

非
常
に
鮮
明
な
幼
少
期
の
記
憶
を
報
告
し
、
ま
た
極
め
て
早

い
時
期
の
最
幼
児
期
記
憶
を
持
っ
て
い
る

⑥ 

毎
日
非
常
に
生
々
し
い
夢
を
見
る
、
豊
か
で
鮮
明
な
入
眠
時

幻
覚
を
報
告
す
る

③⑦  

と
き
お
り
空
想
と
現
実
の
区
別
が
困
難
に
な
る
と
き
が
あ
る

体
外
離
脱
体
験
、
テ
レ
パ
シ
ー
、
第
六
感
、
予
知
、
霊
的
体

験
な
ど
の
超
自
然
的
体
験
と
の
親
和
性
が
高
い

な
ど
で
あ
っ
た
。
出
現
率
は
母
集
団
の
数
%
程
度
と
推
定
さ
れ
た
。

空
想
傾
性
者
の
多
く
は
大
学
院
修
了
の
学
歴
を
も
っ
専
門
職
業
従

事
者
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
パ

l
パ
l
は
、
こ
れ
ら
の

人
た
ち
に
何
ら
精
神
病
理
的
な
徴
候
は
な
く
、
む
し
ろ
健
康
と
創
造

に
優
れ
た
人
々
で
あ
り
、
自
分
た
ち
の
空
想
体
験
を
積
極
的
に
楽
し

ん
で
お
り
、
社
会
的
に
も
高
水
準
で
適
応
し
た
人
々
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
た
。
ま
た
き
わ
め
て
高
い
他
者
へ
の
共
感
性
も
認
め
ら
れ

た。
典
型
的
な
空
想
傾
性
者
た
ち
は
、
「
空
想
傾
性
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
体
験
能
力
の
最
も
強
い
一
方
の
極
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
人
た
ち
で

あ
る
。
こ
れ
は
古
く
は
ゴ

l
ル
ト
ン

(8) 

(
一
入
八
三
)
が
報
告
し
た
幻
視
者

50 

タ
イ
プ
の
特
性
と
類
似
し
た
も
の
で
あ
り
、
直
観
像
素
質
者

ー(

〈コ(問

にコ9 ~~ 
ー)日

~巾

o p". 
t7 
(l) 
併せ
) 

の
特
性
と
も
重
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

(
松
岡

空
想
傾
性
と
関
連
現
象

(
m
N
)
 

リ
ン
と
ル

l

(
一
九
八
八
)
は
、
約
六
、

0
0
0
人
の
大
学
生
を
対
象

に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
ら
が
作
成
し
た
空
想
傾
性
を
測
定
す
る
尺
度

(
I
C

M
I
短
縮
版
五
二
項
目
)
を
実
施
し
、
そ
の
得
点
の
上
位
二
|
四
%

を
空
想
傾
性
者
群
、
下
位
二
|
四
%
を
非
空
想
傾
性
者
群
、
そ
の
他

の
被
験
者
を
中
間
群
に
分
類
し
、

M
M
P
I
や
ロ

i
ル
シ
ャ
ツ
ハ
テ

ス
ト
、
解
離
傾
向
尺
度
、
創
造
性
検
査
な
ど
様
々
な
心
理
検
査
を
実

施
し
て
空
想
傾
性
に
つ
い
て
系
統
的
な
検
討
を
行
っ
た
。
ま
た
空
想

傾
性
者
群
に
分
類
さ
れ
た
一
五
六
人
に
対
し
て
は
さ
ら
に
詳
細
な
面

接
調
査
も
行
わ
れ
た
。

リ
ン
と
ル

l
の
研
究
は
、
お
お
む
ね
ウ
ィ
ル
ソ
ン
ら
の
研
究
知
見

を
支
持
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
研
究
で
も
先
に
挙
げ
た
空
想
傾

性
者
の
基
本
的
特
徴
が
再
確
認
さ
れ
た
。
様
々
な
心
理
検
査
の
結
果



は
、
空
想
傾
性
者
群
が
他
の
群
と
比
し
て
、
創
造
性
が
高
く
、
認
知

-
感
情
的
活
動
が
豊
か
で
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
お
り
、
社
会
的
適
応

も
良
好
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
自
己
概
念
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
一
部
の
空
想
傾
性
者
に
は
不
適
応
傾
向
や
、

分
裂
病
型
人
格
、
境
界
性
人
格
と
関
連
す
る
病
理
的
徴
候
が
認
め
ら

れ
、
空
想
傾
性
と
解
離
傾
向
と
の
関
連
性
を
示
す
デ
l
タ
も
得
ら
れ

る
な
ど
、
空
想
傾
性
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
。
空
想
傾
性
を
も
っ
人
々
の
共
通
の
生
育
歴
と
し
て
は
、
想
像
や

空想傾性 (FantasyProneness)のポジテイブ機能

空
想
の
活
動
を
強
く
奨
励
さ
れ
る
よ
う
な
家
庭
環
境
、
幼
少
期
に
お

け
る
親
か
ら
の
虐
待
経
験
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

リ
ン
ら
の
研
究
の
他
に
も

1
C
M
I
を
用
い
た
多
く
の
研
究
が
報

告
さ
れ
て
お
り
、
創
造
的
思
考
や
創
作
活
動
、

U
F
O
投
致
体
験
、

悪
夢
や
明
噺
夢
、
虚
偽
記
憶
や
ソ
l
ス
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
失
敗
な
ど

が
空
想
傾
向
と
密
接
な
関
連
性
を
も
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(
日
)

最
近
、
オ
ラ
ン
ダ
の
メ
ル
ケ
ル
バ
ッ
ハ
ら
(
コ
0
0

一
)
は
、

I
C
M

ー
に
替
わ
る
新
た
な
空
想
傾
性
の
測
定
尺
度
(
♀

g
音
。
回
一
阿
吉
平

B
B
C
5
E
O
B包
円
四
一

C
E
Q
)
を
開
発
し
、

ス
ト
レ
ス
障
害
や

精
神
病
理
、
そ
し
て
イ
メ
ー
ジ
能
力
や
記
憶
と
の
関
連
に
つ
い
て
精

力
的
に
研
究
を
進
め
て
い
る
。
彼
ら
の
研
究
で
は
、
空
想
傾
性
得
点

と
D
E
S
と
の
聞
に
は
比
較
的
高
い
相
闘
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
空
想

傾
性
と
幻
覚
の
体
験
す
る
傾
向
と
の
間
に
も
相
関
関
係
が
確
認
さ
れ

(ロ)

た
(
宮
0
5宵
0
5開
口

E
F
〈

包

(HO
〈
B
U
N
C
O
H
)
。
さ
ら
に
大
学
生
を
対

象
者
と
し
た
共
分
散
構
造
分
析
を
用
い
た
因
果
モ
デ
ル
分
析
か
ら
、

ト
ラ
ウ
マ
が
解
離
を
引
き
起
こ
し
、
そ
れ
が
空
想
傾
性
や
認
知
の
失

敗
を
引
き
起
こ
す
因
果
モ
デ
ル
よ
り
も
解
離
が
空
想
傾
性
や
認
知
の

失
敗
を
引
き
起
こ
し
、
そ
れ
が
ト
ラ
ウ
マ
の
原
因
と
な
る
因
果
モ
デ

ル
の
ほ
う
が
適
合
度
の
高
い
こ
と
を
示
す
デ
l
タ
が
報
告
さ
れ
る
な

ど
、
発
達
過
程
の
因
果
モ
デ
ル
の
分
析
も
行
わ
れ
て
い
る
(
冨
向
島
色

(
日
)

g
o
y
z色ニ
N
C
C
N
)
。
こ
の
よ
う
に

C
E
Qは
解
離
体
験
や
幻
覚
性

の
体
験
を
予
測
す
る
重
要
な
指
標
と
な
っ
て
い
る
。

筆
者
た
ち
は

C
E
Qを
翻
訳
し
て
日
本
語
版
を
作
成
し
、
信
頼
性

(
岡
田
・
松
岡
・
轟
木

と
妥
当
性
に
つ
い
て
検
証
を
行
っ
て
い
る

(
比
)

ニ
O
O
四
)
。
こ
の
日
本
語
版
尺
度
の
得
点
分
布
は
ほ
ぼ
正
規
分
布
し
て

お
り
、
ま
た
主
成
分
分
析
か
ら
、
こ
の
尺
度
が
「
子
ど
も
時
代
の
経

験
」
「
一
般
的
空
想
体
験
」
「
異
常
体
験
」
の
三
因
子
か
ら
な
る
単
純

な
内
部
構
造
を
も
つ
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
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四

空
想
傾
性
の
機
能
の
方
向
性
を
規
定
す
る
要
因

空
想
傾
性
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
見
る
と
、
空
想
傾
性
の

強
さ
に
は
、
病
理
性
を
も
た
ら
す
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
働
き
と
生
産
的
で

創
造
的
な
体
験
を
も
た
ら
す
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
働
き
の
一
一
つ
の
機
能
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
空
想
傾
性
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ど

ち
ら
に
結
び
つ
く
か
は
、
性
格
特
性
、
想
像
・
空
想
経
験
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
あ
る
い
は
状
況
へ
の
対
処
の
仕
方
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
っ
て

く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

空
想
傾
性
の
強
さ
が
病
理
を
も
た
す
の
か
、
そ
れ
と
も
精
神
的
健

康
を
も
た
ら
す
の
か
を
左
右
す
る
要
因
は
何
な
の
か
。
こ
の
点
を
明

ら
か
に
す
る
研
究
も
最
近
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

(
日
)

ク
l
パ
!
と
リ
ン
チ
(
ニ
0
0
九
)
は
、

I
C
M
I
を
用
い
て
空
想
傾

性
が
抑
う
つ
傾
向
の
病
理
と
結
び
つ
く
の
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
に

つ
い
て
、
健
常
大
学
生
を
対
象
に
検
討
し
た
。
彼
ら
は
抑
う
つ
傾
向

に
対
す
る
空
想
傾
向
の
効
果
を
媒
介
要
因
す
る
要
因
と
し
て
、
対
処

の
回
避
と
統
制
場
(
「

2
5
0同
S
E
E
-
)
の
二
つ
の
モ
デ
ル
を
仮

定
し
た
。
回
避
モ
デ
ル
で
は
、
空
想
に
没
入
す
る
こ
と
は
、
対
処
が

必
要
な
現
実
の
経
験
か
ら
注
意
を
逸
ら
し
そ
の
現
実
を
回
避
す
る
役

52 

割
を
果
た
す
た
め
、
精
神
的
な
問
題
を
も
た
ら
す
と
仮
定
す
る
。

方
、
統
制
場
モ
デ
ル
で
は
、
ポ
ジ
テ
イ
ザ
ノ
な
空
想
活
動
に
は
自
分
の

生
活
を
制
御
し
て
い
る
感
覚
(
内
的
統
制
)
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ

が
で
き
な
い
と
感
じ
て
い
る
人
(
外
的
統
制
)
が
抑
う
つ
の
徴
候
を

示
す
と
仮
定
す
る
。
結
果
は
、
大
学
生
で
は
空
想
傾
性
の
強
さ
が
抑

う
つ
の
徴
候
と
結
び
つ
く
要
因
と
な
る
の
は
回
避
要
因
で
は
な
く
、

外
的
統
制
要
因
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

外
的
統
制
が
強
い
群
で
は
空
想
傾
向
が
高
い
ほ
ど
抑
う
つ
傾
向
が
高

く
な
る
の
に
対
し
て
、
内
的
統
制
が
強
い
群
で
は
空
想
傾
向
の
高
さ

は
抑
う
つ
傾
向
に
何
ら
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら

は
、
外
的
統
制
感
の
強
い
者
は
、
空
想
傾
性
が
強
く
な
る
ほ
ど
空
想

と
現
実
の
聞
に
で
き
た
相
違
を
自
ら
解
決
す
る
の
が
困
難
と
感
じ
ゃ

す
く
、
そ
の
こ
と
が
抑
う
つ
症
状
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。筆
者
た
ち
の
研
究
で
は
、
特
に
神
経
症
傾
向
(
情
緒
安
定
性
)
が

空
想
傾
性
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
方
向
性
を
左
右
す
る
重

要
な
媒
介
要
因
で
あ
る
こ
と
を
見
出
し
て
い
る
。
以
下
で
は
、
こ
う



し
た
媒
介
要
因
に
着
目
し
て
、
空
想
傾
性
が
人
の
ウ
エ
ル
ビ

l
イ
ン

グ
に
も
た
ら
す
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
効
果
を
検
討
し
た
筆
者
た
ち
の
研
究
に

つ
い
て
紹
介
す
る
。

五

空
想
傾
性
と

主
観
的
ウ
ェ
ル
ビ

I
イ
ン
グ
の
関
連
性

空想傾性 (FantasyProneness)のポジテイプ機能

ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
パ

l
パ
l
の
最
初
の
調
査
で
は
、
空
想
傾
性
の
資

質
が
、
日
常
生
活
を
送
る
上
で
よ
り
豊
か
で
生
産
的
か
つ
創
造
的
な

役
割
を
も
つ
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
を
直
接
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
、
我
々
は
主
観
的
ウ
エ
ル
ビ

l
イ
ン
グ
の
尺
度
と
神
経

症
傾
向
尺
度
、
そ
の
他
の
心
理
指
標
を
い
く
つ
か
組
み
合
わ
せ
て
、

空
想
傾
性
の
強
さ
が
精
神
的
健
康
や
ウ
エ
ル
ビ

l
イ
ン
グ
を
高
め
る

た
め
の
規
定
因
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。
空
想
傾
性
が
高

い
水
準
の
神
経
症
傾
向
と
結
び
つ
い
た
場
合
に
は
そ
の
人
の
ウ
エ
ル

ビ
l
イ
ン
グ
を
低
下
さ
せ
、
結
び
つ
か
な
け
れ
ば
む
し
ろ
ウ
エ
ル
ピ

ー
イ
ン
グ
を
高
め
る
働
き
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
た
。

(
国
)

松
岡
・
岡
田
(
ニ
0
0
五
)
一
は
、
大
学
生
四
一
五
名
を
対
象
に
、
空
想

傾
向
の
強
さ
が
ウ
エ
ル
ビ

l
イ
ン
グ
に
及
ぼ
す
効
果
と
そ
の
規
定
因

に
つ
い
て
検
討
し
た
。
空
想
傾
性
の
測
度
に
は
、
メ
ル
ケ
ル
バ
ッ
ハ

(日
)

(

M

)

ら
(
ニ
0
0

一
)
の
C
E
Q
の
日
本
語
版
(
岡
田
・
松
岡
・
轟
木
言
。
回
)

を
用
い
た
。
ま
た
主
観
的
ウ
エ
ル
ビ

l
イ
ン
グ
の
測
定
尺
度
に
は
、

(口)

一
九
九
五
)
を
使
用
し

主
観
的
幸
福
感
尺
度

(
S
U
B
I
)
(藤
南
ら

た
。
神
経
症
傾
向
の
測
度
と
し
て
は
性
格
特
性
質
問
紙
(
堀
毛

(
国
)九
九
)
の
下
位
尺
度
を
用
い
た
。
そ
の
他
に
日
常
生
活
に
お
け
る
イ
メ

(mm) 

二
0
0
0
)

も
あ
わ
せ
て
実
施
し
た
。 ブ1..

ー
ジ
体
験
質
問
紙
(
罵
田
・
増
山

調
査
結
果
の
分
析
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
C
E
Q得
点
と
ビ
ッ
グ

5
の
情
緒
安
定
性
(
神
経
症
傾
向
)
得
点
に
基
づ
い
て
、
各
尺
度
上

位
四
分
の
一
を
高
群
、
そ
れ
以
外
の
下
位
四
分
の
三
を
中
低
群
と

し
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
、
被
験
者
を
①
高
空
想
傾
性
&
高
神

経
症
傾
向
群
、
②
高
空
想
傾
性
&
中
低
神
経
症
傾
向
群
、
③
中
低
空

想
傾
性
&
高
神
経
症
傾
向
群
、
④
中
低
空
想
傾
性
&
中
低
神
経
症
傾

向
群
の
四
群
に
分
類
し
、
こ
れ
ら
四
群
聞
の
主
観
的
幸
福
感
に
つ
い

て
比
較
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
、

S
U
B
I
の
下
位
尺
度
で
あ
る
「
全
体
的
幸
福
感
」

の
得
点
は
、
高
い
神
経
症
傾
向
と
結
び
つ
か
な
い
高
空
想
傾
性
群

(
②
群
)
が
他
の
群
と
比
較
し
て
最
も
高
く
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
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15 

14.5 

14 

13.5 

13 

12.5 

(図
l
)
。
ま
た
空
想
傾
性
(
高
刊
中
低
)

12 

全体的幸福感

①高空想、傾性&高神経症傾向群

②高空想傾性&中低神経症傾向群

③中低空想傾性&高神経症傾向群

④中低空想傾性&中低神経症傾向群

図1 空想傾性と神経症傾向から分類された

4群聞の全体的幸福感の得点

(松岡・岡田、 2005)

×
神
経
症
傾
向
(
高
四
中

を
増
大
さ
せ
る
効
果
を
も
つ
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

11.5 

低
)
の

2
要
因
で
分
散
分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
空
想
傾
性
と
神
経

症
傾
向
と
の
交
互
作
用
は
有
意
な
傾
向
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果

か
ら
、
空
想
傾
性
が
神
経
症
傾
向
と
結
び
つ
か
な
い
場
合
に
は
、
空

想
傾
性
の
強
さ
は
積
極
的
に
そ
の
人
の
生
活
の
ウ
エ
ル
ビ

1
イ
ン
グ

こ
の
調
査
で
は
、
パ
ス
解
析
を
用
い
て
空
想
傾
性
と
ウ
エ
ル
ビ

l

イ
ン
グ
を
媒
介
す
る
性
格
特
性
と
日
常
の
イ
メ
ー
ジ
経
験
の
影
響
に

つ
い
て
も
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
性
格
特
性
で
は
、
神
経
症

傾
向
と
開
放
性
が
空
想
傾
性
の
媒
介
要
因
と
し
て
ウ
エ
ル
ビ

l
イ
ン

54 

グ
に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
方
向
に
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
方
向
に
も
影

響
を
与
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
日
常
の
イ
メ
ー
ジ
経
験
と
の
関
連
で

は
、
特
に
イ
メ
ー
ジ
経
験
を
意
図
的
に
制
御
し
て
い
る
か
ざ
う
か

が
、
空
想
傾
性
が
ウ
エ
ル
ビ

l
イ
ン
グ
を
高
め
る
上
で
重
要
な
媒
介

要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
一
不
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
結
果
は
、
空
想

傾
性
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
機
能
を
も
つ
た
め
の
条
件
を
考
え
る
う
え
で
極

め
て
興
味
深
い
。

(
加
)

神
経
症
傾
向
の
関
与
の
重
要
性
は
、
松
岡
・
堀
毛

2
8
5
で
も

確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
で
は
一
七
八
名
の
大
学
生
を
対
象

と
し
、
空
想
傾
性
の
測
度
と
し
て

C
E
Q、
ウ
エ
ル
ビ

l
イ
ン
グ
の

指
標
と
し
て
は
キ
l
ス
ら
(
一
一
0
0
ニ
)
の
「
主
観
的

W
B
尺
度

(
S
O

(
幻
)

S
W
B
)
」
を
使
用
し
た
。
あ
わ
せ
て
ウ
エ
ル
ビ

l
イ
ン
グ
と
関
連

の
深
い
自
尊
感
情
尺
度
も
実
施
し
た
。
媒
介
要
因
と
し
て
の
神
経
症

(n) 

傾
向
の
測
定
に
は
、
和
田
(
一
九
九
六
)
の
性
格
特
性
尺
度
を
用
い
た
。

さ
ら
に
こ
の
研
究
で
は
、
感
情
強
度
指
標
(
民
な

2
5
E
g
g
-
q

(
お
)

富
。
宮
尾
市
一

A
I
M
)
(「
向
田

B
F
り

Z
S
F
E∞
斗
)
を
使
用
し
、
感

情
経
験
の
強
度
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
検
討
を
試
み
た
。
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図2 空想傾性と神経症傾向がウェルビーイング及び自尊感情に及ぼす効果

(松岡・堀毛、 2006)

そ
の
結
果
、
空
想
傾
性
得
点
と

神
経
症
傾
向
得
点
を
上
位
群
と
下

位
群
に
分
け
て
分
散
分
析
を
行
つ

た
と
こ
ろ
、
空
想
傾
性
と
神
経
症

傾
向
が
主
観
的
W
B
及
び
自
尊
感

情
に
対
し
て
明
確
な
交
互
作
用
を

も
つ
こ
と
が
示
さ
れ
た
(
図
2
)
。

す
な
わ
ち
空
想
傾
性
が
主
観
的
W

B
お
よ
び
自
尊
感
情
と
い
っ
た
ポ

ジ
テ
イ
ブ
な
精
神
状
態
に
与
え
る

効
果
は
、
神
経
症
傾
向
の
強
さ
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
、
神
経
症
傾
向

が
低
い
群
で
は
空
想
傾
性
は
自
尊

感
情
を
高
め
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
効
果

を
、
逆
に
神
経
症
傾
向
が
高
い
群

で
は
主
観
的
充
実
感
を
低
減
さ
せ

る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
効
果
を
も
つ
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
パ
ス
解
析

に
よ
り
感
情
強
度
指
標
と
の
関
連
性
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
空
想
傾

性
が
感
情
強
度
に
強
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
、
さ
ら
に
空
想
傾
性
は

感
情
強
度
を
媒
介
と
し
て
主
観
的
W
B
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明

(M) 

ら
か
に
な
っ
た
(
松
岡
吉
宗
)
。
空
想
傾
性
者
は
日
常
生
活
に
お

い
て
強
い
感
情
を
経
験
す
る
傾
向
が
あ
り
感
情
の
振
幅
も
大
き
い
と

い
っ
た
特
徴
を
も
つ
よ
う
で
あ
る
。

_._ 
/， 

と

め

古
4m

空
想
傾
性
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
機
能
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
要
件

は
、
人
が
健
康
的
で
ウ
エ
ル
ピ

l
イ
ン
グ
を
伴
っ
た
生
活
を
実
現
す

る
う
え
で
示
唆
に
富
む
。
そ
の
要
件
の
ひ
と
つ
は
神
経
症
傾
向
(
情

緒
安
定
性
)
と
の
関
わ
り
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
イ
メ
ー
ジ
の
操

作
性
・
統
御
可
能
性
と
の
関
わ
り
で
あ
っ
た
。
情
緒
が
安
定
し
、
ィ

メ
l
ジ
の
意
図
的
統
御
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
、
イ
メ
ー
ジ
活
動
や

空
想
活
動
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
精
神
的
な
健
康
状
態
へ
と
向
か
わ
せ
る

重
要
な
カ
ギ
に
な
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

一
般
に
、
イ
メ
ー
ジ
は
感
情
増
幅
機
能
と
感
情
調
整
機
能
を
も
っ

(
5
)
 

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
(
巾
・
∞
-
出
。
E
o
p
B
包
-
u
N
C
C
∞
、
松
岡
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避

近

回

j妾

図3 感情に対するイメ ジ機能の作業モデル

(Holmes， E. A， 2008のモデル図を改変)

が
、
本
稿
で
紹
介
し
た
空
想
傾
性

56 

者
(
フ
ァ
ン
タ
サ
イ
ザ
)

で
あ
ろ

、
っ
。
ホ
ー
ム
ズ
は
、

感
情
に
及
ぼ

す
イ
メ
ー
ジ
の
機
能
を
示
し
た
作

業
モ
デ
ル

(図
3
)
を
提
出
し
、

感
情
増
幅
機
能
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

方
向
に
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
方
向
に

も
働
く
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
イ
メ
ー
ジ
の
体

験
が
一
種
の
ワ
ク
チ
ン
と
し
て
、

抑
う
つ
や

P
T
S
D
に
対
し
て
予

防
的
な
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
つ

い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム

(2
)
 

0
0
五
)
。

強
い
イ
メ
ー
ジ
能
力
は
そ
れ
だ
け
感
情
増
幅
機
能
が
強
く

ズ
た
ち
は
、
病
理
を
回
避
し
感
情

調
整
を
可
能
に
す
る
た
め
の
イ
メ
ー
ジ
機
制
に
つ
い
て
実
験
的
手
法

を
用
い
た

一
連
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。

な
り
、
イ
メ
ー
ジ
体
験
自
体
の
強
度
も
高
く
な
っ
て
く
る
。
そ
の
た

め
強
い
イ
メ
ー
ジ
能
力
を
有
す
る
人
々
で
は
感
情
調
整
の
役
割
は
よ

今
後
は
、
空
想
傾
性
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
機
能
果
た
す
た
め
の
媒
介
要

因
に
関
す
る
検
討
が
さ
ら
に
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
要
因
と
し

り
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
典
型
的
な
例



空想、傾性 (FantasyProneness)のポジテイブ機能

情緒の安定
(神経症的傾向の低さ)

イメージ活動の
意図的制御

空想傾性
(fantasy proneness) 

リアルで鮮明なイメージ想起

空想-想像世界への没入

ウェルビーイング

H
 

a

，
 --

A

，
 

a

，
 

-
-
P

・
E

・--
験

一

体、口

日
フ

H

A
 --

a' 

• • 
-
a

・-
a' 
a' -
a' 

• • 
ポジ子ィブ、感情の

増幅

空想傾性のポジティブ機能のまとめ(ウェルピーイングに及ぼす影響とその媒介要因)

て
は
、
本
稿
で
紹
介
し
た
人
格
特
性
や
認
知
ス
タ
イ
ル
、
イ
メ
ー
ジ

統
御
能
力
の
他
に
も
、
た
と
え
ば
注
意
の
制
御
な
ど
の
認
知
機
能
と

の
関
わ
り
が
注
目
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
効
果
の
従

属
変
数
に
つ
い
て
は
、

ウ
エ
ル
ビ

l
イ
ン
グ
の
他
に
、
創
作
活
動
や

創
造
性
へ
の
影
響
も
興
味
深
い
検
討
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
空
想
傾
性
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
機
能
を
理
解
す
る
上
で
注
目
さ

宝れ
L る
包宗の
qzzが

浅寸
川白

〈コ--!!.'又
室を援

と宙
の 2
間二
連.8
で a
あ再
ろ討
つ巴

升~ 0 
二工ニ cn 

想 fr
{頃日
性三

百3

フ
ロ

l
意
識
状
態
に
入
り
や
す
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
こ
の
点

に
関
す
る
実
証
的
な
研
究
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
。
予
備
的
な
調

査
と
し
て
我
々
は
空
想
傾
性
尺
度

(
C
E
Q
)
と
フ
ロ

l
経
験
の
個

(
幻
)

ニ
O
O
入
)
を
大
学
生

人
差
に
関
す
る
質
問
紙
(
三
一
一
項
目
)
(
石
村

に
実
施
し
、
両
尺
度
の
聞
に
相
関
関
係
(
円

U-ωω
戸

ロ
H
E
A
F
)
を
確
認
し
て
い
る
。
空
想
傾
性
の
高
い
人
た
ち
が
ど
ん

ロ
〈
-
O
H
"

な
状
況
に
お
い
て
フ
ロ

l
経
験
が
促
進
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

今
後
さ
ら
に
吟
味
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
も
今
後
の
イ
メ
ー
ジ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
機
能
の
研
究
の
課

図4

題
と
な
る
。
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